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視察の目的と事前の問題意識 
2020年東京オリンピック・パラリンピック開催決定を受けて 

オリンピックを通じて持続可能な循環型社会に貢献する道を、 

   市民・社会の視点で考えたい。                      

 

2012年ロンドンオリンピック・パラリンピックで、環境や廃棄物管理対策
に深く関わったキーパーソンにインタビュー 2014年9月5～8日 
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•環境対策が重視された大規模イベントとして世界的に評価の高い 

 ロンドンオリンピック。持続可能な社会に向けて、特に循環政策、  

 ３Ｒ実現に焦点を当てる。 

①施設整備に関する３Ｒ対策の計画と実施 

②開催中の運営に関する３Ｒ対策の計画と実施 

③ロンドン市の廃棄物政策との関わり 

④市民・ＮＧＯがどのように関わったのか 



      インタビューした方々 

●ＢＳＩ 英国規格協会 （現在、ＩＳＯ20121推進を担当）  

   Ms.Amanda Kiely  LOCOGに2007年から。物品購入ライセンス担当 

●ＡＲＵＰ オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ社（アラップ社） 

 建築分野の国際的な総合エンジニアリングサービス企業 

 オリンピックパークの建設に携わる 

   Mr.Rainer Zimmann        Ms.Melody Ablola 

●WRAP (Waste & Resources  Action  Programme) 

    世界の廃棄物削減に向けた共創をめざすＮＧＯ 

   ロンドンオリンピック組織委員会と民間の廃棄物処理業者(SITA)  

   と共に廃棄物戦略を策定し、循環のつなぎ手として辣腕をふるう。 

   Dr. Mervyn Jones (Head of Collaborative Programmes)  

●ISEAL alliance  

     環境ラベルを運用する世界の環境認証団体のネットワーク組織 

   Ms.Norma Tregurtha        Mr.Marcus Nyman 
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インタビューで伝わってきた 

 「オリンピックのレガシー（遺産）」の意味 

「オリンピックの残したものを単に活用する」のではなく、 
 この機会を「持続可能な社会実現の好機」と考え、 
 事前に計画し、関係機関、事業者、市民、ＮＧＯが一丸と 
 なって、持続可能な都市・システムを創り上げた自負がある。 

「共に創り上げた成果」をレガシーとして誇りを持ち活用。 
 例えば、メイン会場はオリンピックパークとして。 
 選手村は新しい子育て世帯の集う活力あるまちとして。 
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■ポイント① 持続可能性専門チームを設置 

■ポイント② 評価基準としてマネジメントシステム導入 

         国際イベントマネジメントシステム ＩＳＯ２０１２１へ発展 

■ポイント③ 持続可能性基準を関係者に浸透させる研修の徹底 

■ポイント④ 民間・ＮＧＯ・市民との共創 
 



■ポイント① 持続可能性専門チームを設置 

持続可能なオリンピックを実現する組織づくり 
ロンドンオリンピック組織委員会（ＬＯＣＯＧ）は、 

 持続可能性を重視。建設から運営すべてに組み込むため、 

 2007年に「持続可能性（サステナビリティー）専門チーム」を設置  

 「持続可能性専門チーム」責任者を任命 DAVID STUBB氏            

専門チーム 5部門 約30人（スタッフ15人とボランティア15人） 

   ○廃棄物 

   ○生物多様性 

   ○気候変動 

   ○インクルージョン（民族・年齢・立場を超えて、一人ひとり 
       が自分もオリンピックゲームの一員という気持ちに） 

   ○健康な生活 
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英国規格協会（ＢＳＩ） （ＩＳＯ20121推進担当）  
Ｍｓ．Amanda Kiely 



■ポイント② 評価基準としてマネジメントシステム導入 

ＩＳＯ ２０１２１はなぜ作られたのか 
持続可能なイベントとして「何をもって成功とするのか」   

 基準が必要 ⇒2007年、イギリス国内規格ＢＳ８９０１を作成 

ＬＯＣＯＧがサプライヤーに持続可能性基準を守るよう提示 

 2012年オリンピックまでに認証をうけることを明記して契約 

第1基準群 基準満たすと自己宣言するもの 

 第2基準群 外部からも基準満たしていると評価する段階 

 第3基準群 費用かけて認証機関の認証取得し、評価受ける 

（例）サプライヤーの物品購入基準 

   １．何でできているか？  ２．誰が作ったか？ 

   ３．パッケージングは？  ４．どこで作ったか？ 

   ５．その後、どこで使われ、どうなったか？ 

2012年、国際イベントマネジメントシステムＩＳＯ20121誕生 
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英国規格協会（ＢＳＩ）   
Ｍｓ．Amanda Kiely 



■国際イベントマネジメントシステム ＩＳＯ20121導入の成果 

20万人の大会関係者が、目的と基準を共有 

購入：サステナブルなもの、地元のものの購入が定着 

 ➡開催地の経済活性化とカーボンフットプリント 

レンタルも大いに活用 

廃棄物処理：埋め立て処理～ゼロを達成 

 ➡リサイクルとコンポスト～60％、 

   エネルギー活用～40％  

規制だけでなく、達成目標・基準・ツールの提示が重要 
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英国規格協会（ＢＳＩ）   
Ｍｓ．Amanda Kiely 



■ポイント③持続可能性基準を関係者に浸透させる研修の徹底 

大会関係者・ボランティア研修でサステナブル教育 
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関係者・ボランティアの教育により、様々なチームから 

   有効なアイディアが出た。 

  ➡開会式で使用したものを、色を塗り替えて、 

          閉会式でも使用 

      ➡アディダスと組んで、ユニフォームに再利用の 

          素材を使用 

 

 英国規格協会（ＢＳＩ）  
Ｍｓ．Amanda Kiely 



■ポイント④ 民間・ＮＧＯ・市民との共創 

民間の知恵を活かし、新たな挑戦に踏み出す 

ＬＯＣＯＧ周辺で、ＮＧＯ、民間企業な
どが積極的に協力 

 

廃棄物チームの強力パートナー 

•ＷＲＡＰ 

食べ物チームの強力パートナー 

・フェアトレード、森林認証、 

 海のエコラベル などのＮＧＯが協力 

7万人の市民「ゲームメーカー」    

 （通訳・道案内等ボランティア） 
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 Waste & Resources Action Programme（WRAP）Dr．Mervyn Jones 
 国際社会環境認定表示連合（ISEAL）Ｍｓ．Norma Tregurtha、 Ｍｒ．Marcus Nyman 



 
 
 
 

地域循環圏構築をめざす 
 

ゼロ・ウェイスト戦略と成果 
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PART3                
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■①ロンドン市の一般廃棄物 現状と将来 

■②オリンピックパーク再開発のゼロウェイスト戦略 

■③イベント運営のごみ・ゼロ戦略 

■④持続可能な食料調達への基準作り 
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PART3‐①ロンドン市の一般廃棄物 現状と将来 
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← Historical Forecasted →

45% 
recycling

50% 
recycling

60% 
recycling

40% EfW / 
treatment

ロンドン市民800万人
33行政区ごと廃棄物
管理。過去10年微減 

リサイクル・コンポスト 

 重視。60万ｔ規模焼却 

 処理場は3施設。 

リデュース・リユース・
リサイクル/コンポスト・
エネルギーリカバリー 

 

 

 

目標：「2031年までに埋め立て 

ごみゼロ」  オリンピックの成果 

（リサイクル60％エネルギー40％）
は2031年目標の具体化 

 

 

 

アラップ社 （ＡＲＵＰ） オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ社 
        Ｍｒ．Rainer Zimmann   Ｍｓ．Melody Ablola 



 PART3‐② 
  オリンピックパーク再開発のゼロウェイスト戦略 
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アラップ社 （ＡＲＵＰ） オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ社 
        Ｍｒ．Rainer Zimmann   Ｍｓ．Melody Ablola 



    ゼロウェイストビジョンによる 
    再開発・選手村の基本設計 
  資源循環をコーディネートし、市場創出 
本当にゼロにするのは難しいが、目標は高く持つ 
 ➡ＬＯＣＯＧとＮＧＯが協力し、ゼロウェイスト実現の必要事項を検討。 
 ➡循環ルートの構築が必要 
  「発生抑制・再使用・再利用・エネルギーリカバリー・埋め立て」の徹底 
「大会が終わってどう活用するか」を重視し事業者が知恵を出した。 
 
解体計画  
 ➡2004年、オリンピックパーク予定地にある200事業所の移転、解体。 
解体資材の敷地内再使用・再利用目標90％ 
  外部の新幹線トンネル工事から出た土をかさ上げに使用。 
➡ＮＧＯがつなぎ、 143の建物の解体資材・土を、97％（20万トン）を 
  再使用・再利用 
  循環資源をつないだ「ＷＲＡＰ」の取り組みが大きく貢献。 
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アラップ社 （ＡＲＵＰ） オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ社 
        Ｍｒ．Rainer Zimmann   Ｍｓ．Melody Ablola 



設計➡建設➡「その後」のサステナビリティー 
設計段階の配慮がゼロウェイストビジョン実現の鍵 

跡地利用のコンセプトづくり 

 ➡選手村  実施後はどう活用？ 改造して一般住宅として使用 

 

建設時、キッチンを各部屋 

 ではなく、共有スペースに 

 造るなど工夫 

 

選手村を改造し 2500室に、 

 大半が賃貸住宅。 

備品類は、国内スポーツ大会 

 で活用。その他はＩＴの 

 オークションと寄付 
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アラップ社 （ＡＲＵＰ） オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ社 
        Ｍｒ．Rainer Zimmann   Ｍｓ．Melody Ablola 



競技施設の建設にも必要な「その後」の配慮 

競技施設の２/３は一時的に建設。 

 （バスケ会場などは、今はない） 

 

実施後、 競技施設の１/３は地域 

 に合うように規模を小さく改造して活用。 

 ➡1万7500席の水泳会場は2500席に改造 

 

 ➡8万人収容のメインスタジアムは 

   2.5万人収容のフットボール・サッカー場 

   に改造中。 

 ➡解体した鉄柱は、橋梁工事で 

  再使用予定 
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    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



   PART3‐③イベント運営のごみゼロ戦略 
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施設建設だけでなく、イベント運営中の食料容器包装・装飾品など、
すべての関係者を巻き込んで、リサイクルの環をどうつなぐかが重要 

 

ＥＵの循環政策に合わせて、１．そもそもごみを出さない、２．再使用 

 ３．リサイクル/コンポスト、４．エネルギーリカバリー、５．埋め立て 

 

イベントごみって何だろう？  

 関係者・ＮＧＯで考える  

  What   Who  Where  Why   

イベントごみのサイクルビジョン 

 予想・計測・報告・検討 

 

 目標は「埋め立てごみをゼロに」 

 

 

 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



ビジョンはごみ・ゼロ 
実現をめざし多様なごみ削減ガイダンスを作成 
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持続可能な資源調達規則～環境、社会、倫理的側面を踏まえて 

容器包装と消費に関する仕様書 

             ～ＷＲＡＰと容器包装企業の先進的取り組み 

ロンドン２０１２フードビジョン 

 ～食品調達に関する規則 

 ～４０を超える料理の１４００万食 

資源材料 

 ～一時的な施設の資源を 

             どう選択するか？ 

  

 まず備品購入から 

 （どこから？誰が創る？素材は？ 

      容器包装は？その後は？） 

 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



ごみ分別はシンプルに３つ 
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ボックスの色と絵を決めて、 

 どの会場も統一。 

①オレンジ～食品とコンポスト可能な物 

②みどり～リサイクルできる資源（紙も） 

③黒～リサイクルできないごみ 

 （減らすためにボックスを小型に） 

 

 会場内は美しいボックス。バックヤード 

 はごみが大量のため、大型コンテナ 

 

■紫の雨がっぱ用ボックスは撤去 

■コカ・コーラ社の費用で設置したが、 

 コカ・コーラ社のロゴマークで混乱し、 

 マーク撤去 

 

 

 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



分別の徹底をめざし 
２０万人の関係者と７万人のボランティアに研修 
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まず世界からの観客や選手が、分別の仕組みを 
 理解しやすいようボックスの色をすべて統一。 
準備中・運営中の関係者２０万人への研修が重要。 
 

大会関係者とボランティアに「サステナビリティー研修」を含む研
修を実施。 
そのために、まず指導する人材を 
 育成し、教材開発も。 
すべてのスタッフに、作業担当内容に 
 応じて、短期間で研修。 
 オンザジョブスタイルで。 
それぞれの作業の成果に対する 
 評価も重要。 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



食品ロス削減と分別、コンポスト化 
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循環の環をできるだけ小さく、地域で作るため、 

たい肥化施設を近隣４行政区と共に建設を計画 

しかし、新しい施設を建設するほどの量が排出され続けるわけ 

ではないと判断 

➡郊外の既存の施設を活用してコンポスト化 

食べ物は、選手にはいつでも新鮮な食事を提供するため、１時間おき
に取り換え。 

調理済み食品は２時間以内に食べるよう、基準を定めたので、 

最初の１時間は選手用の食堂に提供し、 

次の１時間はスタッフ用の食堂に提供し、食品廃棄物の発生を抑制 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



         企業との連携 
飲食企業の食品皿はコンポスト可能に 

マクドナルド社との連携 

容器をたい肥化可能なものにしてほしいと要望➡否定 

  

現行容器を調査し,現行の70％はすでにたい肥化 

 可能。変更は30％、ストローとカップのふたのみと 

 定量的に調査して要望➡応諾 

 

 

 マクドナルド店頭の、すべての食べ物ごみと容器類は 

 オレンジのボックスに投入可能に 
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    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 
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総ごみ量を入場者1000万人
で割ると1人850ｇ 

    Waste & Resources  Action  Programme （WRAP） 
              Dr. Mervyn Jones 



PART3‐④ 持続可能な食料調達への基準作り 

•食料調達に明確な基準を持ち、食料調達の持続可能性を確保する
よう、食品認証を運営する30以上のＮＧＯが集まり、ＬＯＣＯＧに提案 

 （オリンピックの食料調達に初めて市民・ＮＧＯが参加） 

  

 

・どこから食料を調達するか？ 

何に着目するか、 

すべての関係者を巻き込んで 

目標の検討 

 

ロンドン２０１２フードビジョン作成 
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国際社会環境認定表示連合 （ISEAL ）  
Ｍｓ．Norma Tregurtha    Ｍｒ．Marcus Nyman 



2012ロンドン・オリンピック・フードビジョンの目標 
目標は最低と最高を設定（品目は、肉・魚・コーヒーなど多種） 

 

最低目標はレッドトラクターマークの食材であること  

 イギリスの食品は、レッドトラクターマーク（追跡システムを持たない
といけない。トレサビリティーの遵守）を求められている。 

重要な3つの認証 

   ＦＳＣ認証     海のエコラベル       フェアトレード 
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国際社会環境認定表示連合 （ISEAL ）  
Ｍｓ．Norma Tregurtha    Ｍｒ．Marcus Nyman 



2016リオ・オリンピックの地方自治体に提案中 
・ブラジルの2016リオ・オリンピック準備委員会に提案中 
 2014．10．16 に現地ＮＧＯと連携し「リオ・フードビジョン」を発表 

・すべてのステークホルダーを巻き込んで、食料をどこからもってくるか、 
 何に着目するか検討することが鍵（リオでは、小規模農家と熱帯雨林 
 の保全） 
・フードビジョンが策定されたら、多様な関係者への研修が重要 

・ロンドンでも、オリンピック後も継続して認証食材を使うことが大切と認識 

 

・継続に向けて、東京オリンピックでも、積極的な取り組みを期待 
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国際社会環境認定表示連合 （ISEAL ）  
Ｍｓ．Norma Tregurtha    Ｍｒ．Marcus Nyman 



 
 
 

ロンドンの暮らしに根付くエコライフ 
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PART4                
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●オリンピックは市民みんなで創った、という誇り 

●オリンピックで街が変わったことは？ 

 ・東部に新しい街ができ、 

  選手村再開発に若い世代が関心を持ち始めてる    

 ・無農薬、オーガニック、フェアトレード等のものを 

  売る店が増えてる 

 ・自転車で通勤する人が増えている 

 ・子供たちがスポーツをする機会が増えている 



 市民の環境意識の高揚につなぐ 
 交通政策改革 

・ロンドン市民にとって、環境オリンピックとして印象に残るのは、 

「ボリスバイク」。市長の名前を冠したレンタサイクル網のこと 

・自転車好きで知られる市長が強く推進し、オリンピックで定着。 

 

・まず自転車を使う人を増やすために、企業に社員が勤務で 

  使ったら補助する制度を提案し定着させた。 

・30分乗り放題のレンタサイクルの 

  基地を市内に導入。 

・郊外には自転車専用レーンも。 
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おわりに 

持続可能な未来の創出に向けて、 
 2012年ロンドンオリンピック・パラリンピックの総合力を高めた 
 4つのポイントと  
 地域循環圏構築をめざすゼロウェイスト戦略を、   
 2020年東京オリンピック・パラリンピックの計画・運営に活かし、 
 関係機関、自治体、事業者と、 
 私たち国民・ＮＧＯが共に歩みたい！ 
  
ロンドンから東京へのメッセージ 
  ・計画を早く立てて 
  ・施設整備、備品購入に持続可能性目標、基準を設定し 
  ・大会関係者の持続可能性研修をまず実施することから・・・ 
 
2015年秋、ロンドン大会3年後レポート「インパクトスタディ」 
 発行予定 

32 NGO GENKI Net for Creating a Sustainable Society 2014 

東京の聖火は 
バイオ燃料で！ 


